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・教職員の皆様の時間を惜しまな
い日々の努力はたいへんありがた
い。しかし、働き方改革が言われて
る折、健康面に十分に配慮をして
ほしい。

・生徒の状況にあわせた取り組み
が行われ、校内委員会の活用が進
んでいると感じた。

具体的方策
第１回評価

成果・課題・対策
第２回評価

学校関係者評価

3 3

成果・課題・次年度以降の対策

 令和５年度　小平市立小平第三中学校　学校評価報告書
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・全教科での統一した授業形態(３中スタンダード)の実施。
・英語で指導方法改善授業を実施、１年生の数学では
ティームティーチングを実施し個別指導の充実を図り、学力
の底上げをする。 3 2

・３中スタンダートの実施の為、各教室の環境整を備を行い、
ホワイトボードの設置を行った。また、個々の授業の振り返り
のため授業チェックシートを用い自己点検を行っている。その
ような取り組みから教員の意識の高まりもあり実施状況がよ
くなっている。
・英語、数学の授業は予定通り実施がでている。

・生徒たちは落ち着いた状態で授
業を受けている。
・授業ではＩＣＴ機器（学習者用端
末、大型モニター）の利用などさま
ざまな工夫が見られる。生徒の興
味・関心を引き出せるよう考えられ
ている。生徒たちが学習の内容を
どのように理解をし、その知識など
が浸透していくかが楽しみである。
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・生徒による各教員の授業評価は肯定的な回答が８０%以上を占め
た。また、教育活動に関するアンケートでは肯定的な回答をした生徒
が８３%と保護者は６８%であった。保護者の理解を深めるべく授業
や取り組みの公開場を増やすなど検討していく。
・授業での学習者用端末の効果的な使用、家庭学習などの学習支援
の充実なと゛に課題がある。スタンダードの実施を進め、学習に使えア
プリの導入をすすめる。

・教員のICTを活用能力を上げることを目指し、校内研修会
において学習者用端末を用いた授業を学期１回実施しする
とともに一人１回以上授業を公開する。
・研究発表会などへ参加を推奨し内容を校内で共有する。 3 2

・情報担当、研修担当が中心となり学習者用端末の効果的な
使用方法の紹介、外部講師によるミライシードの使用方法な
どの研修会を実施した。
・アンケート調査（教育活動、生徒会での活動他）でのICT機
器の活用による効果的な処理ができた。

・ＩＣＴ機器の活用による授業づくりは生徒にとって興味・関心を高
め、授業への取り組み方など意欲的な面、理解の促進の面など効果
があった。・ミライシードの活用などの研修を適宜実施することがで
き、その活用による授業作りが進んでいる。しかし、市の導入がロイ
ロノートになり、新たな学び直しが必要となった。また、リモート学習に
関してその対象者、実施方法などが課題としてあげられる。

健
全
育
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・生徒専門委員会を支援し、生徒の主体的な取り組みを大
切にしながら落ち着いた学習環境と生活環境を整備する。
・生徒の発想を引き出し、生徒会・委員会活動を促進させ
る。また、指導者による指示を段階的に少なくし、生徒の自
主性を高める。
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・生徒へのアンケートの実施、生徒会役員選挙での議案書の
提示、投票など学習者用端末を活用が進み、効率化が図れ
た。・各専門委員会ので生徒が企画した取組が行われ、学校
生活が活性化することができた。

・生徒会や専門委員会の取り組み
が良い。生徒が主体的に活動がで
きている。
・あいさつをすることを大切にして
おり、あいさつが自然に交わされる
状態が素敵である。
・部活動などで生徒の頑張ってい
る様子がみられる。
・生活アンケートの活用が図られ、
いじめや問題行動に対する対応が
できている。
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・委員会などでの話し合いを通し、委員会での行事（ドッジボール大
会）や取り組み（あいさつ運動、ノーチャイム運動、落葉掃き）などが
行われ、生活環境がな豊かなものとなっている。
・生徒たち自ら生活の課題や良き人間関係づくり、SDGsに関する取
り組みなどを考え進めていけるよう今後も働きかけを行っていく。
・生徒の自己評価で85%が肯定的であった。

・月に1回アンケートを実施し、生徒の状況把握し、複層的な
視点で生徒の心情を把握するとともに指導に活用する。
・生活指導部の組織力を高め、いじめや問題行動の情報収
集と支援について共通理解を図り、早期対応、早期解決を
目指す。
・道徳的心情を育む取り組みの実施
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・生活アンケートを月に１回実施することができている。また、繰り返し
実施することで生徒も書きやすい状態となり、早期にいじめや困り事
の防止や解消につなげることができている。
また、週に一度の生徒指導部会にて情報共有が図られ、組織的な対
応が行えた。
・道徳の授業では学年内にてローテーション道徳の実施など多様な内
容での授業が実施できた。

・生活アンケートは効果が大きい。相談窓口の一つとして機能してお
り、全体での対応に役立っている。生徒の生活の安定につなげること
ができる。今後も実施をしていく。
・道徳地授業地区公開講座では「思いやり・感謝」をテーマに全校に
て共に考える機会が作れた。今後も自分や他を大切にでき、自己有
用感、肯定感を高めることのできるよう学校全体の活動の中で進め
ていく。

・ボランティア活動や地域行事への参加、地域での清掃活
動の実施など地域で活躍できる生徒の育成を図るととも
に、自己の将来を描くことのできるよう、生きる力を高める
取組を実施する。
・地域の人材、地域の力の活用を図り講演会などを実施す
る。
（生き方講演会、職場体験、職業調べ、上級学校訪問、道
徳、体験授業など）
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・1年生では職業調べ学習を実施、働くことの意義など理解を
深めることができた。2年生では４年ぶりに多くの事業所にご
協力をいただき、通常な形での職場体験学習を実施すること
ができた。生徒たちにとって貴重な体験となった。３年生では
自己の進路選択に向け、講演会などを通して高校での学習や
生活、入試の内容の理解を進めた。
・さわやかコミュニケーションで予定されていた地域清掃を予
定していた日を感染症のため延期になった音楽祭の代替え
日としたため中止となった。校内で実施できる代替を考え進
めていく。

・2年生による職場体験の発表会、
1年生による職業調べ発表会など
その取組から生徒たちがより深く
職業や働くことに関心をもち取り組
めていることが分かった。発表の中
で、体験先への感謝を述べるなど
人との関わり合いの中で働くとい
うことを学習していることが良かっ
た。
・特別支援級の生徒と行事を通し
ての交流、そして啓発授業の実施
など良い取組ができている。
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・会議開始時間、終了時間を厳守。出張後には学校にもどる
ことなく帰宅をすることを推進した。概ね達成ができている。
・毎月チェックシートによる個人チェック、学期末における服務
研修の実施を行い服務遵守に関する意識を高めることがで
きている。教員相互による注意・声掛けなどを実施していく。 3

・教育活動に関するアンケート結果でキャリア教育に関する項目にお
いて肯定的な回答は、生徒8４%、保護者71％であった。生徒たちは
様々な取り組みを通し、自身の将来について考える機会をもてたと
考える。保護者側にさらなる理解をすすめていきたい。また、今後、職
業講話、上級学校訪問やその内容を進める理解の場、面接練習ゃ論
文作成講座など取り組みを充実させていきたいと考える。

・運動会や音楽祭などの行事を通し、交流を深める。特別支
援学級の教員による出前授業を通し、障がい者理解を深め
る。
・通常の学級と特別支援学級の相互の関わりを深める。
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・運動会のオレンジ団へ８組（特別支援学級）が加入し、行事
を共に実施することができた。
・特別支援学級の教員により２年生にて特別支援の生徒理解
に関する授業を実施した。今後も継続していく。

・特別支援学級に対する理解度は啓発授業や交流を通して大きく深
まっている。今後も継続・発展させていきたい。また、そこから障がい
者理解を進めるため、パラリンピックスポーツの体験などにも広げて
いきたい。

・教育活動に関するアンケートにて「カウンセラーやソーシャルワー
カーなどを通し、悩み事や困り事に対して相談できる体制」に関し肯
定的な意見は生徒８５%であった。良い形で取り組みが行われてい
る。さらに生徒から気軽に相談などのアプローチができるように取り
組んでいく。また、不登校生徒への支援を充実させていく。

・週あたりの在校時間は職員全体の９０％が平均して６０時間以内で
あった。分掌主任等の特定の教員の勤務時間の超過の解消が課題
である。
・平均年休取得日数は１５日以上となっている。長期休業中などにさ
らに促進していく。
・分掌主任などに業務集中を無くすなど業務の効率化や分担を一層
進める必要がある。事務処理時間を設定するなど時間使用も検討し
ていく。
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3

・教員、生徒のとの関係づくりを重視するとともに特別支援
校内委員会で対応を検討する。
・スクールカウンセラーのやスクールソーシャルワーカーの活
用や外部関係機関との連携、訪問活動により相談・支援体
制を充実させる。
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・校内委員会を毎週開催し、生徒の状況と対応について情報
交換を行うことができている。生徒の状況に合わせ様々な
ニーズに応えていくことが課題である。生徒の困り感に応じ、
具体的な支援方法についての検討を進める。

・教員一人一人が時間を意識した働き方を進め、週当たり
の在校時間が６０時間を超えないことを目標とする。
・会議の精査や学校行事の精選、ライフワークバランスなど
について、自己申告書に具体的な目標を示し、取り組む。
・服務防止研修、チェックシートの実施。
・年次有給休暇の取得目標を明示し積極的な休暇取得を
促す。
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　学校教育目標　　　　　〇健康　「ゆたかな心　たくましいからだ」　　〇　実践　「進んで学び、積極性を養う」　　〇　協力　「ひとりはみんなのために　みんなはひとりのために」

　目指す学校像（ビジョン）

【目指す学校像】　●（生徒）安心して自己実現ができる学校 　●（保護者）信頼でき協力したくなる学校 　●(教職員)チームとして力を生かし、主体的に課題を解決できる学校　●（地域）内外に開かれ地域とともに歩む学校

【目指す生徒像】　●生きる力をもつ生徒　○心身を鍛錬し、自分の責任を果たすことのできる生徒(自分を考える力)　○自分の個性を伸ばし豊かに表現できる生徒（学習を考える力）〇思いやりのある生徒(人を考える力)

【目指す教員像】　●生徒を慈しみ、良さを伸ばす。●日々研鑽に努める。●教育公務員としての使命と自覚をもち、服務規律に勤める。●保護者・地域の信頼にこたえる。●人の手本となることを銘肝し、教訓とする。

　前年度までの学校経営上の成果と課題
教育活動アンケートで「楽しく学校に通えている」と肯定的に回答した生徒は８５％であった。保護者教育活動アンケートで、肯定的回答は７９％であった。概ね学校の教育活動にに対して肯定的に捉えてもらっている。
課題としては、効率よく教え込む授業スタイルが主となった。協働的な学びの推進が必要である。学習者用端末の授業や他の取り組みでの更なる活用も課題である。


